
6 月定例会

○
オ
フ
セ
ッ
ト
型
ポ
テ
ト
ハ
ー

ベ
ス
タ
ー
導
入
補
助
金
（
農
業

振
興
）　　
　

　
　
　
　
　
　

１
千
２
百
万
円

　

馬
鈴
薯
の
収
穫
作
業
に
は
多

く
の
労
働
力
と
時
間
を
要
す
る

た
め
、
作
付
け
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
高
性
能
の
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
の
普
及
に
よ
り
作
付
け
面

積
の
拡
大
を
は
か
り
ま
す
。

事
業
実
施
期
間

　
　

平
成
24
〜
28
年
度
（
５
年
）

導
入
計
画

　
　

年
間
６
台　

合
計
30
台

助
成
額

　
　

１
台
当
た
り
２
百
万
円

○
全
自
動
乗
用
野
菜
移
植
機
導

入
補
助
金
（
農
業
振
興
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　

２
百
47
万
円

　

キ
ャ
ベ
ツ
の
作
付
け
振
興
と

作
業
効
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
生
乳
生
産
性
向
上
対
策
事
業

助
成
金
（
農
業
振
興
）

　
　
　
　
　
　
　

４
百
67
万
円

　

カ
ビ
毒
に
よ
る
乳
牛
の
健
康

被
害
を
防
止
し
て
、
生
乳
生
産

平
成
24
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
８
日
に
開
会
し
て
一
般
会
計
補

正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
査
し
、
全
議
案
原

案
通
り
可
決
し
（
反
対
者
な
し
）
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

鹿追町の主力作物の馬鈴薯の花

条　
　

例

環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
基
金
の
設
置

　

鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

（
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
）
は
平

成
19
年
10
月
よ
り
稼
働
し
、
今

年
で
５
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

昨
年
は
２
万
８
千
ト
ン
の
消
化

液
を
散
布
し
て
お
り
、
発
電
は

２
百
15
万
kwh
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
取
り
を

７
月
１
日
か
ら
開
始
し
、
新
設

と
既
設
の
電
力
施
設
か
ら
の
買

取
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
稼
働
し
て
い
る
環
境
保

全
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
収
支
は

補
正
予
算
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■エネルギー政策の転換が避けられない。鹿追でもっと電気が自給出
来るといいね。つぶやき

良
好
で
あ
り
剰
余
金
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
す
。　

　

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
基
金
条

例
の
制
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

農
業
全
般
の
振
興
を
目
的
と
す

る
農
業
振
興
基
金
に
積
み
立
て

て
い
た
剰
余
金
を
条
例
に
従
い
、

鹿
追
町
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
基

金
と
し
て
適
正
に
管
理
運
用
を

行
う
も
の
で
す
。

決
算
剰
余
金

平
成
19
年
度
〜
22
年
度

　
　
　
　
　

２
千
４
百
71
万
円

　
　
　
（
農
業
振
興
基
金
積
立
）

平
成
23
年
度
決
算
剰
余
金

　
　
　
　
　

２
千
９
百
44
万
円

基
金
費
積
立
金

　
　
　
　
　

５
千
４
百
15
万
円

　

ま
た
、
鹿
追
町
の
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
取
り
組
み
は
各

方
面
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
環
境
保

全
セ
ン
タ
ー
は
、
年
間
１
千
人

の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
瓜
幕
地
区
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
関
連
予
定
地
取
得
費

　
　
　
　
　
　
　

１
百
48
万
円

○
廃
屋
解
体
撤
去
事
業
補
助
金

（
町
民
生
活
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
百
万
円

　

景
観
保
持
や
生
活
環
境
の
整

備
、
犯
罪
や
災
害
の
未
然
防
止

を
図
る
た
め
、
廃
屋
の
解
体
撤

去
費
用
が
50
万
円
を
限
度
に
補

助
さ
れ
ま
す
。

○
旧
西
原
施
設
の
修
繕
（
施
設

管
理
）

　
　
　
　
　
　
　

２
百
57
万
円

　

北
瓜
幕
に
あ
る
旧
西
原
施
設

の
宿
泊
ロ
ッ
ジ
を
修
繕
し
て
、

都
市
や
震
災
被
災
地
の
子
ど
も

受
け
入
れ
な
ど
で
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

○
柏
木
区
児
童
公
園
整
備
（
公

園
整
備
）

　
　
　
　
　
　
　

５
百
60
万
円

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
で
児
童
公
園
を
整
備
し
ま

す
。

○
子
ど
も
宿
泊
体
験
交
流
補
助

金
（
企
画
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
百
万
円

　

都
市
や
被
災
地
の
子
ど
も
の

受
け
入
れ
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
５
月
大
雨
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　

２
千
85
万
円

意 

見 

書　

陳　

情

提
出
者　

国
土
交
通
労
働
組
合
北
海
道
航
空
支
部
紋
別
分
会

　
　
　

執
行
委
員
長　

桐
生　

寛
則

基
地
対
策
予
算
の

　
　
　

増
額
を
求
め
る

　

基
地
関
係
市
町
村
は
、
基
地

所
在
に
伴
う
特
殊
な
財
政
需
要

の
増
大
等
に
よ
り
、
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

総
務
省
所
管
の
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
は
、
平
成
元

年
以
降
３
年
毎
に
増
額
さ
れ
て

き
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
平
成
25

年
度
予
算
に
お
い
て
増
額
す
る

と
と
も
に
、
基
地
対
象
資
産
の

拡
大
と
、
基
地
周
辺
対
策
経
費

の
所
要
額
の
確
保
、
補
助
対
象

施
設
・
範
囲
の
拡
大
等
、
適
用

基
準
の
更
な
る
緩
和
を
求
め
る

も
の
で
す
。　

　

意
見
書
に
つ
い
て
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
、
衆
参
両
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ

め
関
係
大
臣
に
提
出
し
ま
し

た
。

住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え

る
交
通
運
輸
行
政
の
充
実
を
求
め
る

基
地
対
策
特
別
委
員
会
提
案

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
提
案

　

震
災
復
興
と
被
災
地
対
策
を

は
じ
め
、

住
民
の
安
全
・
安

心
な
交
通
運
輸
を
国
が
直
接
実

施
す
る
こ
と

住
民
の
た
め
の

交
通
運
輸
行
政
確
立
の
た
め
地

方
運
輸
局
、
支
局
の
充
実
等
の

住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
支
え
る
交
通
運
輸
行
政
の
充

実
を
求
め
る
陳
情
を
採
択
し
ま

し
た
。

　

意
見
書
と
し
て
衆
参
両
院
議

長
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め

関
係
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

推　

薦

人
権
擁
護
委
員
に
大
前
眞
優

子
氏
を
推
薦

　

西
科
隆
氏
の
後
任
の
人
権
擁

護
委
員
に
大
前
眞
優
子
氏
（
緑

町
２
）
の
推
薦
（
新
任
）
提
案

が
あ
り
、
こ
れ
を
適
任
と
し
ま

し
た
。　

　

５
月
３
〜
４
日
の
大
雨
は
140

ミ
リ
を
超
え
道
路
や
畑
に
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。
土
木
施
設
災

害
や
農
業
関
係
の
復
旧
は
50
件

に
の
ぼ
り
ま
す
。

１
億
１
千
８
百
90
万
円
を
追

加
し
、
一
般
会
計
の
予
算
総

額
を
58
億
７
千
３
百
90
万
円

と
し
ま
し
た
。

以
上
の
視
察
が
あ
る
な
ど
、
将

来
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

可
能
性
に
全
国
の
自
治
体
な
ど

か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。


